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村　松　定　史
　Jean　Giono（1895～1970）は，生地であり生涯そこを離れることのなかった
Manosqueにおいて，1934年2月～1935年1月，9ue　ma　foie　demeureを執
筆した。長女Alineより十年遅れて次女Sylvieを，この間に儲けている。作
品の献詞は，すでに十五年連れ添う妻Eliseにあてられている。
　AEIise　Giono　dont　la　Puretg　m’aide　d　vivre．
　小説は1935年4月に出版され，Jean　Paulhan（1884～1968）ら知人文士の賛
辞は得たものの，同じ時期に書かれたLe　Chant　du　monde（1934），　Batailles
dans　la　montagne（1937）と共通の短所が後年指摘されている（1）。たしかに，
近代小説において，道徳性，純粋性，感傷性，通俗性は作品の長所となりにく
い。神話的な構想を支えるには，登場人物の性格は複雑きを欠き，いささか静
的である。それは自然の運行に人間が一致し，帰順したところからくる外見
的停滞であるのだが。しかし，同じ農民生活を描いてもColline（1929）や
Regain（1g30）の方が，殊に後者は，同じく南仏の人Marcel　Pagnol（1895～
1974）による映画化（1937）の恩恵もあって，より広く読者を獲得している。
　1947年を境として，Gionoは農民の小説から年代記ものの執筆の時期には
いる。Le　Hussard　sur　le　toit（1951），及びLes　Deux　Cawaliers　de　l’orage
（1965）の内，Le　Hussard　sur　le　toitは特に小説の進歩と円熟を示し，　漠
とした叙事詩は完全なchroniqueの骨子をもって組み上げられるに至り・人
の心理も深度と変化を増してくる。しかし二つの時期に跨って共通して言える
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ことは，人物そのものがいずれも象徴的意味を持つ点と，捉え方の変化はある
が，死と愛のテーマを回避せぬ点とである。またL’Odyssgeに範を見る貴種
流離の形式と放浪による宇宙的空間の広がりは，変質の内にも継承されてい
く。そしてGionoの空間は，我々の現実世界とは交流をもたない所に存在し，
人物たちはいずれも個の内にその孤独を増大させていくのである。
　Gionoの祖父はItalie北西部Pi6montの出で，　carbonarの冒険を語る
Le　Hussard　sur　le　toit｝こ着想を与えた。父はMarseilleの靴屋で自由主義
者。作家に与えた影響は大きい。Gionoは1911年より割引銀行に勤めるが，
1929年よりManosqueに居を置く。そこはAvignon，　Marseille，　Niceを結
ぶ弧の弦の中間に位置し，Durance河に洗われ，風に吹きさらされる，地中
海近い台地である。このBasses－Alpesの土地に，　Gionoは賛同者でもある
仲間たちと，大自然に身を委ねた共同の暮らしを楽しむ。その悦びの日々がも
っともよく転写きれているのが，本論であつかう2ue　ma　foie　demeure（『わ
が悦びよ，永遠に』）である。そこは農民の生活の場であり，「自然」を共通基
盤として結ばれた人々の交流の場である。Gionoは初期の作品で，自然神を怖
れる傾向を示すが，Le　SerPent　d’titoiles（1933）を境に，大自然との合体一致
を受け入れる。人は9ue　ma　foie　demeureにD三〇nysosの息吹を感じとる。
　しかしGionoはManosqueをそのままに描出したのではない。克明に，
細部に至るまで語られる自然は，原型から離れた自然空間を作り上げている。
擬人化きれ，生き生きと呼吸し躍動する自然は，自然以上の自然である。
がしかし，Gionoの意識は人間より，自然の方へ一方的に傾斜しているわけ
ではない。ただ，人間社会における人間ではなく，大地の上に素足で立つ人間
を自然の中に取り込んで書く，という点が他の作家と異っている。自然と人間
はここでは一つであり，その肉体が陽や雨にひたされているのと同じに，その
心も雲の流れや星のまたたきとすっかり一つだ。そして，ここに生きる人々
は，虚偽や虚飾を持たない大自然の営為そのものの性格をひいている。
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　このことは，Gionoの反都会，反文明の思想ともつながる。　Acad6mie
Goncourtの一員でありながらParisの会合へもほとんど出向かないGiono
であり，その徹底した平和主義，自由主義の思想により1940年代，投獄の憂き
目に合う。Gionoは，いささか自身の妄想にひきつけて世界を考えすぎたきら
いがある。世界をありのままに，sociologiqueに見るのではなく，自分の理想
の色眼鏡で見ようとしすぎたかもしれない。それが感傷的と捉えられ，必要以
上に詩的と捉えられた理由である。
　小説の題名がJean・S6bastien　Bach（1685～1750）のcantateの聖歌から取
られているとは言え，Gionoの作品の中にキリスト教の神はいない（2）。そこに
ほほえむのはpaganismeとanimismeである。宗教上の罪や恩寵の観念も，
christianismeの不在によって登場しない。＜ma　joie＞は，ここにあっては
＜J6sus＞ではなく，文字通り「私の悦び」である。「町」からやって来たBobi
は，農民共同体の中で人々に「悦び」を再びみいださせ，「悦び」をわかちも
とうとするのだが，「幸福」は結局個々のものでしかありえない。「悦び」の
永遠を叫ぶタイトルは，Bobiの哲学の純粋な願望であると同時に，「幸福」
の不可能を逆に暗示することになりかねない。
　第1章で，生きる望みを失っているJourdanの前にBobiが現われる。
　　C’6tait　un　homme　aux　cheveux　pleurants，　le　front　large　de　trois
　doigts，1a　peau　dor6e，　tout　ras6　et　sa　peau　avait　le．reflet　de　la　nacre・
Des　1さvres　simples　et　sans　chinoiserie，　m6me　un　peu　minces．　Des　yeux
　si　clairs　qu’on　aurait　dit　des　trous．　Il　pouvait　avoir　environ　trente・
　cinq　ans．　（一■・）　　（426）（3）
　Bobiはどうやら悪い星をのがれてやって来たらしい。この高原の宇宙的微
笑と美しい夜々も，その秘められた悲しみを取り除きえないだろう。冬空の下
に広がる大地を眺めつつBobiは言う。
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　　《C’est　triste　ici》，（・…　一）　（427）
　第II章。　Bobiは，　Jourdanの妻Marthe（57歳）と会う。Martheは外に
馬車馬の頸環の鳴る音とは別の音を耳にする。
　　《Il　siffle，　se　dit・elle，　ga，　s’il　pouvait　un　peu　redevenir．》　（428）
　MartheはJourdanが再び悦びをみいだしたのだろうと心に思う。　Bobi
は，二人に＜aub6pines＞を植えるべきだと言う。それは生活には〈inutile＞だ
が，山査子には鳥たちが来る。鳥たちが来るということで，山査子は麦や野菜
より大切なのだ。Martheは，若い頃Jourdanと暮らした農場を思い出す。
そこには山査子があった。二人は幸せだった。Bobiは続けて〈jeune＞とは年
齢の問題ではなく心の問題だということも説こうと試みる。これらは一種の
Bobiのn6010gismeといえる。
　風雨が炸裂する。Bobiは足止めをくう。同じ大地の上で幾人もの人を死に
至らしめた＜lbpre＞を怖れているJourdanにとって，　Bobiは心の医者に思
われる。
　　－Moi　je　trouve　que　les　montagnes，　avec　leurs　neiges，　ga　ressemble
　ades　bateaux．　Tu　n’as　jamais　vu　de　ports　de皿er　？（433－434）
　Bobiは風景を眺め，詩人としてその風景を変形させる。　BobiはJourdan
に山々のかわりに船舶を見せようとする。
　　Un　6clair　passa　devant　la　fen6tre．　Le　vent　entortil16　de　pluie　galopait
　dans　les　champs．（…）　（432）
　Bobiを足止めした悪天候の先触れは風である。作中「風」は大きな任務を
帯びている。天候の急変，季節の訪れ，いずれも風がその前触れとなるω。そ
して風に導かれる気候の変化は，高原に住む人々の心を左右する。物語の進行
が風によってすすめられているとも言える。人々は台地という大きな船の乗組
員である。Gr6moneという大帆船は時の風によってその運命を握られている。
　Gionoが親しんだHerman　Melville（1819～1891）の伽Baleine　blanche
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（MobPt　Dick，1851）をここで思い出すのは無駄ではない。白鯨を追い求めて
いく行程は，その長編の半ば以上が，海や鯨や捕鯨業についての，筋から逸脱
した長談義で満たされている。それは，悲劇の舞台である大洋という空間の無
辺と，時の長大を心理的に設定する効果にほかならない。Gionoもまた小説’
に，どれだけ多くの自然描写をつらねることか。森を，木々を，葉を，露を，
動物を，鳥を。また，麦の種蒔きを，刈り入れを，馬の動きを，交尾を⑤。農
耕とそれに専従する者たちの鋤や馬具は読者をいささか辟易させる。細密な昆
虫の記述から広大な畢座の運行まで，繊細にして大胆な筆は，原始的生命の深
遠と，宇宙的歓喜の解放を謳う。饒舌と見える叙述の瀬τが大地の広がりと世
界の無限を顕現している。
　ところでBobi、は赤と緑の服を着ると，軽業を演じて見せる。体をまるめ，
天に向かい地に向かうacrobatieは，　Bobiが空間の征服者であることを示
す。また「無用」こそ「有用」であることを教える一つの証明でもある。心の
豊かさが物質的豊かさをいかに凌駕しているかが語られる。
　　《La　jeunesse，　dit　，1’homme，　c’est　la　joie．　Et，　Ia　jeunesse，　ce　n’est　ni
la　force，　ni　la，　souplesse，　ni　meme　la　jeunesse　comme　tu　disais：c’est　la
　Passion　pour　l’inutile．　（438）
　こうして軽業師，詩人，予言者であるBobiは，第一の〈legon＞を終える。
以下Jourdan，　Marthe，　Bobiのtrioは，作品の中心をなす。
　第III章の始まる前にGiono　．．は雪を降らせ，る。　Jourdan・は，、　Bob三を連れて
他の人々の様子を見に出かける。馬車の車輪の下で，雪はきしる。Jourdan
がBobiを従弟として人々に紹介するとき，読者にも高原の住人たちが巧みに
紹介されることになる。
　Randouletの妻Honorineの作った酒をBobiは目に含んだだけで，その製
法を言い当てる。皆は驚嘆する。Randouletは羊を飼っている。娘のZulma
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は知能が低い。Mouille－JacquesのCarleの所には種馬がいる。　Gionoはここ
に馬を描き，農家の典型を描き出す。Mauriceの所では年取ったJacquouが
腰を痛めて苦しんでいる。Bobiはこれを治す。帰途，　Jourdanの伯父Silve
’とサれ違う。暗がりの中で，Silveは絶望的な別れの言葉を告げる。　Silveの
自殺を作家は予告する。夜闇の奥にFra－Jos6phineの小さな二つの灯が見え
る。小作人の家と地主の城である（6）。それは三年前の，地主が銃で自殺した晩
を思い出させる。狂った主人に，妻H61さneも娘Auroreも殺されそうにな
った。事件はここでしか語られないが，作品全編を通じて，この死者は支配的
である。H61さneのJourdanへの思いも，　AuroreのBobiへの恋慕も，そ
してAuroreの火器による自殺も，不在の死者が作用している。しかもこの
章では実際には母娘が姿を現わさず，遠い灯で二人の存在を示すのは，後半へ
の小説的効果である。
（Fra。Jos6phine） （la　Jourdane）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（deux　enfants）
（Mouille・Jacques）
触丁鰹触
　1e　fils　Carle
（jas　de　l’Erable）
Ra”deulet嚊q曲
　　　Zulma
［Le　Noir］
　小説空間のtopologieという点では，　Jourdanたちの住むla　Jourdaneと
Fra－Jos6phineは二つの焦点をなす。中心となる五家族のうち，その他の家と
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家は地勢学的な関係を特に持ってはいない。la　JourdaneのBobiとFra－
Jos6phineのAurore，この二人の結びっきは，二人に互いの土地を憧憬させ
る。ここでFra－Jos6phineの灯はどんなに美しくBobiの眼に映っているこ
とか。また，、H616neもAuroreも，　Ia　Jourdaneの近くを通ると，破引ラジ
と反発力とを共に起こきせる特別な感情で不自然な軌跡を描くことになる。
Auroreはla　Jourdaneを出て森に踏み込んだ所で口にピストルを含む。　Bobi
はFra－Jos6phineをあとにして雷雨の下を歩き続けて死に至る。互いの土地
を出発点として「出て行った」帰結が死となる。それは感傷と言うより一つの
象徴である。これらを楕円の二つの定点として，Gr6moneの地勢学は均衡を
保つ。
　馬車はJourdanの家に近づく。JourdanはBobiの膝に手を置いて言う。
　　《Reste　avec　nous，（…）　（456）
　第IV章で冬の朝，　BobiはJourdanとMartheに第二のくlegon＞を与える。
　　－Le　bl6　te　sert　a　quoi　？demanda　Bobi，（458）
　売るため，金のために麦を貯えることは何の役にも立たない。なぜなら，金
は死んだものだからだ。金という1さpreに罹ってはならないというBobiの
心の治療の裏には，作家の文明嫌悪がある。
　　《Ωuand　on　ne　fait　rien　pour　le　l6preux，　il　devient　de　plus　en　plus
　16preux．　（459）
　麦を鳥たちに投げてやり，〈narcisses＞を植える方がよい，それは生命の源
であり，悦びの訪れとなるからだ。このBobiの「悦びの思想」は作品の主題
と直結する。
　（…）Je　ne　dis　pas　que　la　boue　est　morte．　Je　ne　dis　pas　que　la　pierre
　est　morte．　Rien　n，est　mort．　La　mort　n，existe　pas．（…）（465）
　何も死んではいない。死は存在しないのだ。Bobiが詩的に説くのはpytha－
gorismeの初歩である。いずれ行きつくanimismeとm6tempsycoseの手ほ
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どきである。
　ところで9ue　ma／o’θdemeureに金銭の観念は登場しない。金や金で買え
るものに価値を設定しない，反近代社会，反資本主義の思想は，Gionoの人
’生観とかかわりを持つ。Honor6　de　Balzac（1799～1850）が金勘定を抜きに
しては章を進めないのと対照的だ。Gionoは都会の文明を忌避した。自然の恩
恵だけを愛し，そこにだけ美をみい出す。大自然の悠久性に調和して，道徳，
宗教，時間，社会といった価値観に依存もせず拘束もされない，自発的意志と
情熱で生きる人間を描こうとした。自然と合体し，永遠の中に生命の営みと善
なる喜びを求めようとする姿は，遠野の常民が造化への畏敬と恭順の下に暮ら
していたのと似ている。事実，読み進むに従って我々は，柳田国男の「遠野物
語」の中をさまよっている・ように錯覚するくだりにいくたびも出会う。死も愛
も性も，この作品の中では確かな事実でありながら，．異次元的現実を感じさせ
るのは，背後に神話的スケールの精神の流れを隠しているからである。
　やがて様々な種類の鳥が訪れ，JourdanとMartheは悦びと，　Bobiへの
感謝でいっぱいになる。
　第V章。Silveの経死は隣…人Mme耳61epeに痛苦を与えるが，生き返った
Jourdanは彼女に星のこと，＜aub6pines＞のこと脅語る。
　　－Mais　enfin，　dit．elle，　qu’est．ce　qui　vous　est　arriv6，0n　ne　vous
　reconnait　plus．
　　－Vous　trouvez　qge　j’ai　chang6　？
　　－Beaucoup：vous　avez　l，ceil　jeune．（474）
　Bobiが花の種を買いに出かけてひと月がたつ。　Jourdanはくnarcisses＞を
植える。Bobiは雄鹿Antoine・を連れて戻る。
　　C’6tait　une　b合te　moiti6　bさte　et　moiti6　arbre．（488）
　雄々しい角が樹木を連想させる』方で，BQbiと意志を通じ合う、この鹿は，
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半人半獣でもある。この半獣神の登場によって，場面はギリシャ神話の様相を
帯びてくる。
　　La　for色t　chantait　sa　chanson　la　plus　grave．（490）
　章の結びは，春を告げる風の歌だ。高原の細部の感覚が覚醒し始める。優勢
に働くのは，ここでも「風」である。
　第VI章。雄i鹿は自由に人々を訪問し，踊る。　Auroreは身つくろいをし，
Zulmaは外の家畜へとひかれる。　Randouletは羊を売ら’ずに自由にしてやり，
子羊をほしいと思う。高原には，微妙な反応と変化が起こっている。
　第VII～IX章は，全編の中でもっとも重要な場面を含む前半の山場である。以
下に展開される様kのテーマの端緒がここにあり，まさしく物語のouverture
といえる。
．日曜日の晴れだ朝，Carleの〈clairon＞が，　fan伽eの様に鳴り響く。
　悦びは人から人ぺ伝播し始めている。．、Bobiは雄鹿に導かれ，1　Auroreと出
会う。
　　La　fille　avait　des　jupons　larges．　Elle　courait　vite　avec／d6　fortes
　jambes　nues．　Elle　morita．16　talus’d’arrosage，‘descendit、de　l’autre　c6t6
　et　disparut．“（509）
　Bobiがようやく追いD．いたAuroteは，髪を肩に投げ，’肌はつややかで，
生き．生きとしている。Auroreもまた」．　Bobilの美しい眼を見る。
　　Il　tendit　la　main；elle　la　prit．11s　letournさr6nt　du　cδt6　de　la　ferme．
　（510）
　鹿は常に二人につき従うが，．鹿の話題が二人を親密にしていく。
la　Jourdaneに五つの家族が相前後して集う。野外の食事のレたくが始ま
る。AuroreはJos6phineを自分と比較する。，、　　　．－t
　Elle　te彗ardait‘　Jos6phine．　Elle　lui　trouvait　1’air　fenimle　et　de　gros
・vant・ge喜’．　ae・・rp・．
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　　　《Elle　est，　se　disait．elle，　aussi　grande　que　Bobi．　Elle　est　plus　pleine
　que　moi．（…）（514）
　Bobiの二つの愛の対象となる二人の女は，まさしく対照的なtypeである。
Auroreの方は，
　　　Elle　avait　des　yeux　violets　et　laiteux　et　le　bord　des　paupiさres　6tait
　d’une　puret6　de　sable．（511）
とあり，皆に〈demoiselle＞と呼ばれるchateauの16歳の娘である。　Jos印phine
は子のいる人妻。
　　　Elle　riait，　eUe　avait　une　grande　bouche　saine　et　de　larges　dents；le
　gonflement　de　sa　belle　gorge　engraissait　la　douce　colonne　de　son　cou．
　　（517）
　　　Elle　se　mettait　toujours　devant　lui　avec　sa　pl6nitude　de　femme
　dor6e　et　e11e　le　regardait　droit　dans　les　yeux　en　souriant・（519）
　Auroreが，　Bobiの濡れた頭を乾かした方がいいと心配するとき，　Bobiは
深く心を動かされる。
　　　《Jamais　perso皿e　ne　s’est　souci6　de　moi》，　dit－il．（524）
　　もろく感じやすいAuroreと，孤独な悲しみを秘めるBobiの内面が見え
てくる。一方，Jos6phineの官能は，　Bobiへの欲情でふくれあがる。
　　　　　　C，est　un　bel　homme，　dit　Jos6phine．　Il　a　de　Iarges　6paUles．
　Elle　se　serra　la　taille　dans　ses　deux　mains　EIle　se　sentit　nue　dans　ses
　　v色tements，　nue　et　dure，　avec　une　douceur　tout　au　fond　d’elle　a　regar－
der　cet　homme．　Elle　6tait　belle　femme．（524）
　　宴の準備の途中に，雷雨がくる。Gionoは雷雨を好む。ここでは，祭りの
前景気として，人々を結びつけ，高揚させるものとしての効果がある。女たち
は歌う。合唱から打ち解けた雰囲気が生まれ，それは単なる〈plaisir＞では
なく＜joie＞の徴しとなる。女たちは着替え，食事は始まる。葡萄酒の堤はぐ
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るぐるまわり，子羊の丸焼きが腹を満たしていく。人は酒と悦びに酔い始め
る。体の内に〈tambour　de　danse＞を感じる。生命が血をわきたたせ，血が
rythmeを打つのだ。食事の前に，　Zullnaが鹿に伴われてずぶ濡れになって戻
ったときも，肉体的な匂いが発散していた。全員が，このDionysosの酒神
祭の前に不幸が退散していくのを自覚する。語らいの内に悦びへのinitiation
がなされたのだ。共同体はここに約束される。Gionoが理想とする自由，友
愛，そして無用への情熱に燃える人たちがいる。しかも作りものでない人間
が。文明に馴致されることを拒み，自然の息吹の内に真善美を求めたGiono
は，ま鯉想のcommuneを模索し続ける。それは麟的能率の向上が目的
ではなく，心の悦びを倍加していくGiono式生活様式であるのだ。雄鹿の為
の雌鹿を捕える計画が決まり，それは第X章で実現されることになる。
　皆は馬車で帰って行く。Jos6phineは夜闇の中で，鹿を探しに来るBobiを
待ち伏せしている。Jos6phineはBobiに唇を重ねる。Bobiは心乱れ，戸惑う。
　　《Nous　avons　peut．6tre　chacun　notre　joie》，　pensa　Bobi．
・　●　．　●　●　…　　　　　o　．　●　●　●　…　　　　　●　●　・　●　‘　o　o　■
《Il　n’y　a　peut・atre　pas　de　joie　du　monde》，　se　diレi1．
C’est　a　ce　moment－1きqu，註entend…t　le　clairon．（．．一一）
　　Pour　la　premi6re　fois，　Bobi　entendait　le　lyrisme　de　l’esp6rance　des
　hommes．　Le　commencement　6tait　fini．（567－568）
　Bobiの「悦び」の哲学の限界と崩壊の萌芽をも含んで，序章の幕はおりる。
ここに二つの大きな不安が残されている。一つはFra－Jos6phineの小作人の
欠席である。現実主義者のAdolpheは，やがてBobiの失脚を予告する。も
う一つは，幸福そうなすべての人たちの問で，Auroreだけは不安気な面持ち
をしていることだ。これは死の前兆と読みとれるだろう。
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　　第XII章で不安の一つは明確になる。　FraJos6phineの小作人の家を訪れた
Bobiは，　Adolpheと議論を持つ。まずその外貌がBobiと対照的だ。
　　　　C’6tait　un　homme　ayant　fini　sa　jeunesse，　blond，　maigre　et　racorniL
　　II　avait　des　muscles　longs，　pas　de　graisse，　desT、　poils　d6color6s　par　Ie
　　sole．il，　ses　mains　fines　mais　tann6es，　ses　poignets　minces　mais　forts，　ses
　　6paules　larges　mais　creus6es　d’un　trou　bleu　sous　l’os　faitier・disaient
　　son　entδtement　au　travail　et　son　courage．（602）　　　　　　　・　・
　　〈libert6＞＜joie＞〈terre＞〈v五e＞と，議論は長く続き，対立した思考が明ら
かになっていく。そこには，社会的「悦び」と個々の「悦び」の問題がある。
AdolpheはBobiの考えを詩人の絵空事としか解釈しない。　　　・
　　　　　　　Tu　te’sers　des　mots　d廿poさte．
　　　　　・tt　Parce　que　jd　voudrais　t’amener　a’．ma　raison．　Tu　veux　vivre　sur
　　la　vieille　terr6．　Je　veux　vivre　sur　la　terr6　nouvelle．
　　　　　　　La　terre　s，e’st　faite　et　t，a　fait．
　　　　　　　Je　la　mettrai　a　mon　usage．
　　　　　　　Tu　te　cro量s　bien　intelligent．、
　　　　　　　La　terre　a　tout　faiち．　sauf　leS　hybrides．　Je　pensais　a　ga．daris　ma
　　vigne．　Sans　les　hybrides　tU　boirais　de　Peaμ，　Tμ．，　bpi§．dμ．　yin・．　．9pi　．q　fait
　．1es．hybrides？L’homme．　’
　　　　　　　Voil盒le　saint　laboureur！
　　　　　　　Oui，　et．regarde　comme』la　joie　monte．　Bient6t，　il　n’y：aura　plus
　　de　faibles．　・’　　　　　、　　　　　　・
　　　　　　　Tu　as　trouv61e　secret　du　sang？1　　　　　．．　　　．．
・　　　Non，　mais　j’ai・trouV6　ce　que　tu　cherches，　j’ai　trouv61e　secret　de
　　la　joie．　（608）
　　第XIII章では前述のもう一つの不安が形を取り始める。　AuroreはBobiに
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突然，憎悪の言葉を浴びせる。．　　　　　．．
　・（…）Vous　ne　comprendrez　jamais　ce　que　c’est　que　l’amour．et　comme
　　on　est　sans　d6fense．　Vous．　n’avez血6me、　pas　le　droit　d’y　penser．　Quand
　　on　est　comme　vous　on　se　demande　d’abord　si　on　a　le　coeur　capable．
　　C’est　de　Ia　plus　simple、．　hohn色tet6．　Mais　vous　n’6tes　m色me　pas　hQnp6te
　　et　la　riviさre　a　plus　de　cceur　que　vous．　Si　j’6tais　sfire　de　．pouvoir
　　vous　rendre　malheureux，　je　vous　maudirqis．》（613）
　　この面罵が1．Bobiに「河」の夢を見させる。．：，
　　（…）APendroit　oti　l’eau歪tait　6mue，　Bobi　avait　vu　dans　les　Profondeurs
le　ceeur：un　cceur　gros　comme　un　boeuf，　de　la　fo㎜e　des　coeurs，
　　rouge，．plein．．de　sang，　pointU　et　battant：plouf，　Plouf，　Plouf・（619）
　　Bobiという霊媒を介，して，赤い河は．Au軍oreの血膿い最期を予言する。
　　　　Enfin，1’automne　commenga　a　su量nter　dans　les卑aisons　et　les　6tables．
　　（…　）　（610）’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　．．　　　『
　　章の冒頭に示されていたように，．昌秋はすっかり腰をすえた。人々は麦の種蒔
きにかかる。「種蒔く．・人」の描写は視覚的か．つ音楽的である6automatique．な
手足の動き，’男たち・が移動して．来．て影が一つにな．り，．・それがまた別れてそれぞ
．れの方向へ進んで行く．様は，まさしく．〈danse＞である。．　　．「－
tt　　Le忌uns　anai6ht　droit　d6vant　eux，　face『au　n6rd，』』et　ils　1）alahgaientg　le
　　bras．　Les　autres　face　5　Pest，　les　autres　face　au　sud，　fac6　a　P6uest．
　　Dans　toutes　les　directions　de　la　rose　des　vents　les　hbmmes　s’6taient
　　mis　a．　marcher　pas占pas　en．　balangant　le　bras．（…）’　Encore　un　pas，
’deux，　trois；． р≠?刀@un、mom6nt　ils．　vont　etre　cbmmじ1es　vis．a．vis　a　la
　　danse　sous　les　tilleuls．　Ici　il　n’y　a　pas　de　musiqUe　sauf　ce　chuintement
　　l6ger　des　grain6s　lanc6esL　C’est　sourd　et・16ger，「血ais　il　y　a　tant　de
「ma’奄獅刀@qui　lancent　que　peu’apeu　au　fond　de　1「air　il　y　a　quand　m色．me　la
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　musique　souple　pour　cette　danse　de　lourdeur　et　de　travail．（…）（623－624）
　極めて自然主義的な描写でありながら，農民の伝統的しぐさを，silhouette
の無言の踊りとしてGionoがrythmiqueに描くと，そこには一場の舞踏劇
が展開し始める。
　naturalismeの芸術としてJean－Frangois　MiUet（1815～1875）のSenzcar
を連想するのは自然なことである（7）。
　章の終わりは，再びcatastropheの告知である。
　　　《Aimer，　aimer，　dit　Bobi．釦’est．ce　qu’elle　a　voulu　dire？Ce　mot　est
　fade　comme　de　la　soupe　de　pain．》（634）
　第XIV章。「秋の交尾」の時節である。　Carleは馬たちを自由に放してや
ることを提案する。Bobiの蒔いた種は，こうして様々の所に芽を出し始めて
いる。皆は賛成する。Jacquouは雌馬を，　Carleは種馬を，厩より夜の中へと
解き放つ。〈la　noce　des　chevaux＞は克明にかつ美しく謳いあげられている。
　（…）La　jument　le　suivit．　Il・narcha童t　devant，　maintenant，　vers・les・arbres
　verts．　Il　les　trouva　i　la　fin．　Ils　6taient　presque　sur　la　lisiさre　de　la　for合t．
　（…）11pencha　la　t6te　et　il　mordilla　doucement　I’oreille　de　la　jument．
　EIIe　creusa　ses　reins　pour　s’ouvrir　et　elle　resta　ouverte，　attendant．
　Alors，　il　monta　sur　elle　et　il　lui　fit　longuement　et　paisiblement　1’amour．
　（643－644）
　AuroreはBobiの出て行くのを見定めて，　Jourdanの家に入る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s　　　Marthe　6tait　seule．　Aurore　aimait　1’odeur　de　cette　maison．　A　un
　endroit　de　la　cuisine，　b　un　clou，6tait　pendue　une　veste　de　velours　qui
　sentait　fort．　（…　）　（644）
　Auroreの思いは内向し，　Bobiをその上着によって慕う。幼児が母の着衣
に香りをかぎわけるように，もっとも素直な思慕の形態である。前章で雌馬
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が欲情をたぎらせ，種馬と交わりを持つのにあおられでもするかのように，
Auroreの心は内燃する。再び香りを深くかぐ。
　　　Aurore　respira　profond6ment　1’odeur　du　velours　de　la　veste．（645）
　　それは，Bobiその人を胸の底深く呼吸することに他ならず，　f6tichismeを
さえ思わせるこの叙述の後には，不吉にも赤い月がのぼる。
　　　La　pleine　lune　se　leva　au　fond，　sortant　des　montagnes，　toute　rousse．
　　（…　）　（645）
　　その晩，Auroreは自分の雌馬を放し，夜の中へと送り出してやる。三たび
ビロードの香り（8）。
　　（…）Elle　entrouvrit　la　grande　porte　juste　pour　laisser　passer　la　b色te．
　L’odeur　de　l’automne　entra　encore：1’odeur　de　velours．（646）
　一方，MartheやJourdanの．感謝と悦びの高揚に反して，　Bobiには暗い
かげがきざす。
　　　　　　La　v6rit6，　di・t　Bobi，　c’est　que　pour　etre　joyeux　longtemps　c’est
　trさs　difficile．　Je　me　demande　m6me　si　c’est　possible．　Tout　ce　qu’on　fait
　n’apas　1’air　de　servir　b　grand・chose．・（650）
　第XV章で，　Carleの納屋に集まった皆にRandouletがする羊を買いに行
った小旅行の話は，示唆に富んでいる。RandouletとLe　NoirはErnbrun
の町へ出かけ，知人の所に泊めてもらうが，そこに並んでいた近代的農耕具に
恐怖を感じて，眠れぬ夜を明かす。
（…）Le卿que　j’ai　do㎜i　c’est　avec　de　gros　cauChemars．　Ah！j’avais
　tout　le　temps　ces　dents　de　fer　qui　me　mordaient　la　jaTnbe　ou　ces
　fourches　qui　se　plantaient　dans　mon　ventre，　cette　aile　de　bois　qui
　tournait　en　me　frapPant　la　tete　et　ces　roues　qui　me　passaient　dessus・
　Je　perdais　ma　respiration．　Je　me　tirais　en　arribre・（…）　（655）
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　刈取り機にうなされる二人は，未開人ではない。彼らが恐れるのは，機械の
回転部や，車輪形の羽や，鋼鉄の刃だけではない。それの象徴する文明という
ものを，人を脅かすものとして本能的に忌避しているのだ。話を聞いた者のう
ちBobiだけは機具も仕掛けも知っている。しかし，都会からやって来たは
ずのBobiが，近代化を持ち込むどころか，なぜかそれを排除する。先の種馬
と雌馬を自然の力にまかせて放してやり，自由に生命を産み出きせることも，
高原の農民たちの心の本質を示していた。都会文化を目のあたりにしても，そ
れに侵されたり，それによって悲劇に導かれたりはしない。無意識あるいは幸
運な無知によって，近代化を求めない。本能的に，自分たちに合った大地の悦
びを知っているのだ。それを気づかせたのがBobiである。ここには，田舎と
都会という対立よ．り，田舎の持つ健全なgionismeとしての・moraleが追究さ
れている。Gionoがparadisとして思い描くGr6moneの丘と，近代社会・
機械文明の化物じみた醜さとの対照がきわだって見える。
　・ところが，Auroreの心の内だけは，自然に根’ぎした隼の証しとして発展し
ていこうとしない6JoSephineの誘惑や種馬たちの愛の奔放をも，っては，　Bobi
と結びっいていかない。愛の矛盾と，，思春期の自意識，それは一種の「近代
化」された心の屈折であり，paranoi’aqueな傾向さえ持つ。
　第XVI章で，　H61さneがAuroreの異常をうったえるのはこのことである。
森の中をさまよb”me馬はAuforeの心の化身だ。馬が走り去ると，　Bobiの心
からAuroreの像も退いていく。
　このAuroreの雌馬が擬人化されているなら，　Zulma’は，動物化されてい
る。冬の目，羊の群に囲まれた．femme・moutofiは，知能の低い憐れな娘であ
るどころか，動物界の霊的直観を持う〈la　reihe　des’　moutons＞である。　Le
NoirはそのZulmaを見守る。　Martheと対話するZulmaの言葉には，．超
自然的な真実がある（9）。
　この章の終わりに，Bobiの座礁を予告するMarセhe　’との会話がある。’1
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　　　　En　somme，　dit・elle，　moi　maintenant，　jサgrois　qu，on　ne　pe叫pas
faire　durer　la　joie．》
　Elle　remarqua　tgut　de　suite　cρmme　Ie　visage　de　Bobi　s’assombrissait．
（676）
　第XVII章。　Jacquoin．はすばらしい家畜の夢をみ，　Jourdanは植物の夢をみ
る6・H61さrieはJourdanへの思いに泣く。’Jourdanは．Martheのた．めの織機
を想像する♂風と雷雨の粗野な春である。夢と欲望をそれぞれが・抱く季節と
は，だれ一人望みをなしとげえない春である。
　　　C’6tait　la　tristesse　de　printe血ps．（698）
　第XVIII章。織機のための西洋杉を伐りに行ったBobi’．は，昼食後，森で
・うとうとし，夢の中でAuroreを求める。
　　　Il　se　disait　：《Comment’　oser、　dire　tout　gaまA肛ore　P伽meht　parler
　aAurore，　demoiselle，　de　toute　mon　env三e？Pourtant、c’e§t　vrqi　que
　j’aime　quand・　on　tbuche　sous　mon　menton・・avec　le　plat　de　14　main．（∵・）
　　　La㎡ain　tducha　sa　poitrine．（701」　702）・
　　しかし『，そこ：に突然現われるのは，Jbs6phineであ．る。・Jos6phiheの誘惑
．に，【．Bob三はついに彼女を抱く。　Jos6phineは常に・Bobiへの’接近の機会をう
かがうが，’Bobiの心はAuroreにある。　Jos6phineを抱いた後の次の一節は
主題との関連において決定的な意味を持つ。
　　　Alors，　il．　entendit　que　le　m6nde　revenait　autour　d’eux：le’cさdre，　les
　arbres．）la　forδt，　les　champs，　le6「montagnes，1e’torrent，　les　cheminsジ1es
　horhme6　・　q’ui　marchent　a　tra廿brs’1e6　t6rres，．1es　grandes　f6rmes，　Ies　cinq
　faniilles，1es　maisons，．1es　l包mpes，’les　feux，　les　visages，　Marthe，　Jourdan，
　Honor6，’Jacquou，　Barbe，　RandoUlet，　Zulma，　E【onorine，　Mme’．耳．ぐ1さne・
　　　La　joie？　・　　　、’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－137一
　ジャン・ジオノ『わが悦びよ，永遠に』考（村松）
　　nn，yaPasdejoie．（704）
　Bobiは，　Jos6phineの愛撫のうちにすべてを忘れる。しかし，今，世界は
Bobiのもとに戻ってくる。すべての風景，すべての人々が。ただし，その中
にAuroreの名は欠けている。　Auroreのいない世界に，「悦び」はない。
　そして当のAuroreは，人けのないla　Jourdaneを訪れ，懐妊していた雌
馬を，狂気のように打郷する。やり場のない情欲と嫉妬。
　第XDζ章，　XX章は，「機織り」の章である。　JourdanとBobiは織機を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おさ設置し，Martheが織り，　Barbeが織る。箴の動きにつれ，　Barbeは歌う。
〈Aime　joie，　aime　joie！〉（712）と。　BobiとJourdanは歌声と機織る音に酔
いしれる。Auroreを除き，五つの家族がla　Jourdaneに集まる。　Barbeの
機織りに皆賛嘆して眺め入る。
　　EIIe　se　plaga　en　face　du　m6tier　et　elle　commenga　a　faire　aller　ses
　bras　dans㏄mouvement　16ger　et　pr6cis　qui　disa｛t　sa　grande　habitude
　du　tissage．（…　）　（719）
　（…）Les　yeux　de　tous　allaient　ensemble　de　droite，　de　gauche，　de　gauche，
　de　droite．　Les　muscles　qui　font　bOuger　les　yeux　faisaient　eff（）rt　tous
　ensemble　dans　toutes　les　t6tes．　Les　r6flexions　particulibres　de　toutes
　Ies　t色tes　6taient　hach6es　en　m6me　temps　par　ce　mouvement　r6gulier，
　㏄teffort　r6gulier，　comme　de　Ia　paille　sous　le　hachoir．（…）　（720）
　この反復動作の描写部分は，美しい音韻を響かせている。麦の種蒔きや刈り
入れの人間の動きを美的な姿と捉えているのと同様である。Gionoは，動
きに，しかも同じ動作の繰り返しに美を見出す。音楽も，そして沈黙もまた
rythmeのうちだ。時代錯誤とも言える手仕事，．手工業の持つ人間的生活の探
求がここにある。非都会，反文明の，自然志向と，人間が本然として保持して
いる血の律動への遡行である。一つのrythmeが人々の心を単一の躍動の中に
とり込む時，共同体としてのあらたな提案がまたなされ，承諾される。それ
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は，Bobiの提唱する麦の共同刈り入れである。
　　　《Voila　ce　que　nous　pourrions　d’abOrd　faire，　dit　Bobi．　Cette　ann6e－ci，
　puisque　c’est　trop　tard，　nous　commencerons　si　vous　voulez　par　faire
　　une　moisson　commune．　Nous　faucherons　dans　chaque　champ　mais　nous
　　foulerons　tout　le　b16　sur　une　seUle　aire，　sur　l’aire　de　tous　et　tous
　　ensemble．　Nous　mettrons　le　grain　dans　une　seule　grange．（…）（725）
　　こうして集団的「悦び」の主旋律の高鳴る一方で，低音にJos6phineの誘
惑も鳴り続けている。Bobiが，〈11　faudrait　que　la　joie　soit　paisible．11
faudrait　que　la　joie　soit　une　chose　habituelle　et　tout　b　fait　paisible，　et
tranquille，　et　non　pas　batailleuse　et　passionn6e．〉（724）と「悦び」‘の説を
とくときにも，〈1e　brUit　du　m6tier＞にまじる1〈la　tespiration　de　Jos6－
phine＞。人の悦び，人の欲望の際限のなさと，それらは結局個々のものでしか
ないという終結の兆しである。
　　第XXI章。　Bobiは悩む。　Jos6phine説得の試み。　　’
　　　Il　avait　besoln　de　croire　a董a　j’oie．∫os6phiぬe　avait　d6truit　1’ordre　et
　　la　paix．　（…）
　　・　．　●　●　●　●　■　■　●　■　o　●　o　●　．　・　．　●　，　●　●
　　　　　　　Si，　je　t’aime，　mais　ce　qu’il　faut　savoir，　Jos6phine，　c’est　qu’autour
　　de　nous　il　y　a，　malgr6　tout，1e　monde　entier．》（726）
　　雪解け水は勢いを増し，夏は近づいた。しかしAuroreの硬化は進むばか
りだ。Bobiは，　FraJos6phineで，二人きりで1話す機会を得る。自然との濯
遁の美しさに喩え，生きることの勇気を失うなと戒めるのは，Giono自らの
Auroreへの悲痛な熱弁である。
　　（…）Voilb　que　vous　ne　pensez　m色me　plus　que　votre　force，　et　votre
　　courage，　et　votre　espoir　vous　permettront　seulement　de　descendre　dans
　　le　premier　vallon　qui　d’instant　en　instant　s’approfondits　mais　voila　que
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－139一
　ジ．ヤン・ジオノ『わが悦びよ，永遠に』考（村松）
maintenant・vous・criez　en　vous－mame　comme　un　d6sesp6r6：“Que　je
　　fasseseulement　un　pas　devant　moi．　C’est　tout　ce　que　ma　force　me
　　permet．　Et　toujours　la　lumiさre　augmente！．．．”》
　　　　．　　　　・　　　　．　　　　●　　　　・　　　　9　　　　0　　　　・　　　　・　　　　●　　　　，　　　　o　　　　O　　　　o　　　　9　　　　●　　　　．
　　　　　　　Soyez　tranquille，　dit　la　voix　d’ombre‘Vous　ne　connaitrez　jamais
　　le　plus　grand　malheur　de　la　terre．（730－731）くa9）
　　Aurore．はついに己れの愛の苦悩を明かさず，この最後の談合も彼女の拒絶
のうちに終わる。
　　第XXH章。　Gr6moneの高原に夏は燃え，麦は熟れた。
一． rur　le　plateau，　la　Inoisson　commenga　avec　une　petitb　fiさvre　rapide．
　　（・・。）　（741）　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　・　　　　層、
　　全員が出て，Jacquouの畑から刈り入れは始まる。　Carleの麦畑で野営し
たとき，Fra－Jos6phineの母娘は泣く。　　『冒
、　II　y　avait　un　bruit　minuscule　qu’elle　reconnut‘tout　de　suite．　Mme
　　H61bne．6tait　assise　dans　l，herbe　et　elle　pleurait．　MIle　Aurore　s’assit
　　prさs　d’elle　sans　rien　dire．　Mme　H61さne　prit　sa　fillβ．．pa環．1β昌，．φp母μleβ．．et
．　1a　serra　contre　elle．　　…
　　　　《Nous　sommes　seulesジseules，　dit・elle・Seule5！》、
　　　　Et　elle　continua　de　pleurer．（749）
　　H61さneは，準備のために先に出て行ったJourdap．の鋒碧慕い，　A耳roreは
Bobiへの感情を抱いて泣く。悲劇はその翌日に起こる。
　　（…）Il　6tait　quatre　heures　de　l’aprさs，midi．　On　entehdit　tirer　un　coup
、de　fusil　d耳ns　la・fgrξit．（…）．（750），
・　Aurore　6tait　tomb6e　a　la　repverse．　Elle　s’6tait　tir6　un　coup　de　fusil
・dans　la　bouche．’　（…）　（752）
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　Jourdan・の抽き出しにあったピストルを持ちだし，そ、れを口にくわえては
てるその自殺は，目をそむけたい凄絶な情景だ。Auroreは亡父に無意識に引
きずられたのだろうか。Bobiへの思いと生きることの確証がつかみ切れず命
を絶ったAurore。彼女に生きる勇気を与ええなかったBobiもまた，やがて
死して大地にもどる。
　第XXIII章。通夜に続く日，棺を作る音。再び雷雨だ。　Bobiは闇夜の中，
Fra・Jos6phineに行き着く。BobiはAdolpheに，　Gr6moneを出て行くこと
を告げ，南をさして闇の中へ消えていく。prom6th6enな行動と信念のBobi
がここにいる。そして，次の謎めいた言葉が，Bobiの遺言ともなってしまう
わけだが，そこには機械文明への絶望的拒否が感じられよう。
　　一一Je　veux　dire　qu’on　n’a　pas　encore　invent6　de　machine　a　garder
　les　moutons　et　qu’on　n’en　inventera　jamais．（760）
　第XXIv章。最後の一行までBobiは雷雨の下を歩き続ける。それは煩悶
と追憶の，錯乱した自問自答の連続である。1903年，旅まわりでの母Fanette
との思い出。空中ぶらんこ乗りSonia，巡回劇団のFabre，その妻Mme
Lact6e，その子供たち。　Bob五の前身が稲妻のように問歌的に照射され，ここ
に彼の人生が，死を間近にして集約される。真っ黒い雨空の下で，Bol〕iの思
索は脈絡を失って駆け廻る。生への欲望と死の願望，二人のBobiの内的対
話，そしてその相克。
　　－J’ai　voulu　leur　donner　des　compagnons　v6ritables　et　la　joie
　v6ri亡able．
　　－Et査toi　surtout．
　　－Oui，　a　moi　aussi．（767）
一De　la　joie？R6ponds！
－Laissemoi・Il　faut　que　j’arrive　a　Val　d’Arさne．　Je　suis　fatigu6．
　　　　　　　　　　　　　－141一
　ジャン。ジオノ『わが悦びよ，永遠に』考（村松）
　Je　n’ai　pas　dormi．　Dix　heures　que　je　marche　depuis　hier　soir．　J’a三
　faim．　Laisse・moi．　Aurore　est　morte，　je　ne　la　vois　plus．　J’essaye　de　la
　revoir．　（…　）　（769）
　裸の上半身はずぶ濡れだ。Bobiは，なおも歩き続けながら自己の存在につ
いて考える。現存と過去の交錯横溢する「過去」は，現在；生から，Bobiが
離れつつあることを意味する（11）。Bobiは，母や昔のサーカス仲間に湖り，己
れの功罪と弁明を探し求める。根深い所ではpessimisteのBobiに，我々は
Gionoの影を見る。
　　　《Non，　dit－il，　maintenant　je　sais．　J’ai　toujours　6t6　un　enfant；mais
　C’eSt　mOi　qUi　ai　raiSOn．》
　　　La　sueur　fumait　de　son　torse　nu．
　　　Soudain，　il　fut　pr6venu　comme　un　oiseau　par　un　p6tillement　sous　sa
　langue．
　　　《Ma！》cria・t・il．
　　　La　foudre　lui　planta　un　arbre　d’or　dans　les　6paules・　（777）
　雷神によってBobiは黄金の樹となり，生は燃えつきた。都会から自然へと
逃亡したBobiの脱獄は，失敗に終わったのだろうか。高原にはすでに幾人も
の犠牲者がいた。Auroreの父，　Silve，そしてAurore。ここはあたかも死の
台地だ。Bobiの死も単なる悲劇的な結末にすぎないのだろうか。
　第XXV章で，人々は麦の収穫を分けあってそれぞれに帰途につく。高原は
以前の平穏を取り戻していくかに見えるのだが，Jos6phineの内的独白に寄せ
て，Gionoは一つの答えを示してくれる。
　　　Ce　soir，　elle　ne　souffrait　pas．　Elle　n’avait　jamais　tant　regu　du　monde．
　Il　lui　semblait　que　tout　1’aidait．　Elle　recevait　forCe　de　tout：du　soir，
　　de　l’air，　des　couleurs，　des　parfums　et　du　grondement　de　la　foret．　Il　lui
　　semblait　que　Bobi　avait　maintenant　cellt　fagons　d’6tre　avec　elle．11　y
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　avait　quelque　chose　d’assur6　qu’elle　n’avait　jamais　sellti．（780）
　このJos6phineは，暗闇でBobiを待ち伏せして抱かれようとする官能の女
とは違っている。他の人々と同様，無意識の内にもJos6phineの心はBobi
によって啓発されていたのか。Gionoの宇宙的な思想をJos6phineが代弁し
ている。世界のすべてが，自分に向かい，Bobiがあらゆる方途で自分にかか
わって存在しているように感得している。地上の個々の物質や人物を，欲望に
応じて手にするのではなく，すべてが無欲の内に己れを包み込むものとして存
在し始めているのだ。また，ここに初めてJos6phineの子供が姿を見せる。
それはHonor6の頬を持つ少女と，　Jos6phineの額を受けついだ少年とであ
る。母としてのJos6phineの姿が示されるとともに，これまで，作中一度も
触れられることのなかった「未来」が終結で暗示される。人々は常に「現在」
に生きてきた。小説の時間空間の中で，明日や来年はほとんど問題にされな
い。たとえ出てきても，それは「現在」をいささか発展させたものにすぎな
い。明日のない諦観ではない。「過去」の叙述がないのと同じ理由で，人々は
眼前の事実に従順にしたがい，確実に「今日」を生きていくのである。
　小説は永遠に書き続けられるわけにはいかない。最終頁の後は，我々の想像
の中にのみ存続していく。子供が未来を象徴することで，作品は「開かれた」
形で終わる。
　Jos6phineは，　Bobiの帰還を信じている。
　　《J，en　suis　sare，」，en　suis　stire，　j，en　suis　sure．》　（780）
　それはBobiの死を知らぬJos6phineの空しい希望だろうか。いや，第IV
章でBobiが語るように，死は存在しない。　Gionoが，書かなかった次の章
で言いたかったことは，Bobiは死によってしか「悦び」を人々に与ええなか
ったということである。死は再生である。魂の輪廻転生ではなく，土となり，
人の糧となる肉体の消滅と滋養である。大地の塵となったBobiは，宇宙的生
命の粒子となって人類を養うことになるのである。
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　9ue　ma　joie．　demeuteは，冬一春一夏一秋一冬一春一夏という一年半の季
節の推移に従って展開されている。その中で風と雷雨は大きな役割をはたす。
旧々の推移にあっては，夜と昼とが同等に記述されているのがこの小説の特微
である。全25章の内，夜を含まないのは，VII，　VIII，　XI，　XIX，　XXIVの5章
のみである。そして物語は夜に始まり，夜に終わる。夜はGionoに親しい存
在であるらしい。第XII章でBobiは言う。
　　－Je　suis　arriv6　ici　en　pleine　nuit，（…）　（607）
　そしてその章の終わりも夜だ。
　　Dehors，　c’6tait　maintenant　la　nuit．（610）
　人間社会では昼が活動，夜が眠りであり，動と静正と負，生と死というコ
ントラストを持つ。しかし，自然界は昼も夜も存在し続け，同じ速度で時は流
れ，運行している。自然の摂理に応ずるなら，人間的な認識としての昼と夜は
存在しない。大地の人であるGr6moneの人々は，夜も昼と同じに「生きて
いる」と言える。さらに夜はまた，昼と同等に扱われているだけでなく，日を
凌駕する特別の地位を与えられている。夜は生命の源であり，出来事の始まり
である。第XXII章で，　Auroreは白日の下ではて，第XXIV章でのBobiの
死は，夜明けの少し後のことである。apocalypseは日中に訪れるのだ。これ
に対し，第XIV章で，　Carleが語るのは不思議な，夜の馬レースの話である。
　（…）On　fait　aligner　les　chevaux　sous　les　lantemes．　Ce　sont　des　lantemes
　qui　font　beaucoup　de　fum6e　et　des　flammes　rouges．　Ce　sont　de　petits
　chevaux　avec　de　longues　queues　et　des　criniさres　qu’on　n’a　jamais
　taill6es．　Puis　tout　le　monde　se　met　a　crier　et　les　chevaux　partent．
　（…）La　lune　est　belle．　On　y　voit　comme　en　plein　jour．　Je　n’ai　jamais
　rien　vu　de　plus　beau．　（・・。）　（636）
　この感動的な思い出の喚起が，発情期の馬たちを自由にしてやる発想の契機
となる。そして，Jacquouはその夜〈jument　noire＞を放す。
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　　（…）Elle　6tait　sur　le　seuil，　moiti6　dans　la　nuit，　moiti6　dans　1’6table．（640）
　　作中もっとも詩的な美しい一行が，夜の中へ，生＝性の世界へと踏み込んで
行く雌馬の情景を見事にとらえている。そして，黎明に向けて放たれたCarle
の種馬とこの黒馬は，「木下闇」で婚礼をあげる。
　　（…）Ils　6taient　presque　sur　la　lisiさre　de　la　for6t．　C’6taient　des　cさdres．
　Un　6tait　plus　grand　au　milieu．　Il　6tait　tout　noir．　Il　distribuait　une
　ombre　noire．　L’6talon　et　la　jument　s’approchbrent　au　pas　de　ces　t6nさbres
　paillet6es　de　rayons　verts．　La，玉1s　s’arr6tさrent．（…）　（643）
Auroreが，彼女の雌馬を解くのも，また夜の中でだ。
　　ところで，作中の色彩語は646例を数えるが，自然描写を克明にほどこす
Gionoの場合，動植物，自然についての用例が大半を占めている（12）。そうし
た中では，色彩語の対比的な使用も目立っ。
　　　11yen　avait　d6ja　au　moins　trente．　II　y　avait　une　draine　6norme，　un
　　turquin　tout　bleu　de　turc，　un　tangara　a　sept　couleurs，　des　bouvreuils
　　rouges，　bleus　et　noirs，　un　bruant　tout　en　or，　une　ouette　qui　balangait
　　sa　cr6te　rouge　et　frapPait　de　droite　et　de　gauche　avec　ses　ailes　noires，
　　des　serlis，　des　tarins，　des　agripennes，　des　chardonnerets，　des　vengolines，
　　des　linottes，　des　jaunoirs，　des　sizerins，　des　titiris，　des　passerines．　（464）
　　博物学の本の頁，またはパレット上の色の氾濫である。それはBobiのお
かげでJourdanとMartheが鳥の来る悦びを知るときであり，この多彩色は
造化の与える美と，心の歓喜とを示している。
　　（・・・Une　Iueur　blanche　pour　les　feuilles　d’aulnes，　les　p6tales　d’6rables，
　les　feuilles　de　fayards，1a　mousse　des　peupliers；une　lueur　mordor6e
　pour　les　bouleaux　dont　le　petit　feuillage・ref16tait　les　troncs　et　se　ref16tait，
　dans　l’6corce；　une　lueur　de　cuivre　pour　les　saules；　une　lueur　rose
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　pour　les　alisiers　et　un　immense　6clairage　vert　qui　dominait　tout・la
　lueur　des　feuillages　sombres，　les　pins，1es　sapins　et　les　cさdres．（487）
　　これは夜の森の，樹皮と微光の繊細な描写であり，色のfestivalである。
同じく夜の描写で〈il（chat－huant）ouvrait　ses　yeux　rouges．（…）Les
sauterelles　vertes　chantaient．　（…　）　Il　（renard）　regarda　ces　deux　petits
points　d’or．〉（503－504）といった動物たちの姿をとらえたくだりもある。ほ
かに第XXII章で，暑気の訪れとともにあらゆる昆虫，動物たちの生命が目覚
めていく叙述の中でも，多くの色彩語が用いられている。第X章の冒頭に於
ける〈bleu＞は，不可視のものを表象的に形容した例である。
　　　Rien　ne　serait　arriv6　sans　le　vent　bleu．Ωuand　on　a　bu　on　d6cide；a
　jeun　on　ne　fait　pas．　Mais　le　vent　bleu　monta　de　la　mer．（568）
　　＜bleu＞には，海の透明と明るさがこめられている。海は無論地中海である。
　　〈bleu＞はまたBobiの色でもある。人物にかかわる色の表徴もいくつか分
類できる。
　　（…）　Il　a　dessous　un　tricot　bleu　marine．　Il　enlさve　son　pantalon・　Il　a
　　dessous　un　calegon　collant　bleu　marine．（437）
　　（…）Il　avait　les　yeux　bleus．　OII　le　voyait　maintenant，　mais　bleus　trさs
　　clairs，　trξ｝s　trさs　clairs，　a　peine　bleus．　（550）
　　着衣のみならず，’その眼もすがすがしく，若く，青い。地中海と結ばれる
〈bleu＞は，優しく，神秘で，魅惑的だ（13）。　Gr6moneにはいなかった，明る
い眼をした男，希望を担ってやってきたBobiの言行が示唆される。　Jos6phine
の〈yeux　verts＞は，情欲と官能の，　Auroreのくreflets　vio1ets＞は，高貴と
神経質さを示している（14）。Auroreの内気は，衣服と肌の色にも表われる。
　　（…）EIIe　avait　une、robe　de　mousseline，　rose　a　Pendroit　de　son　corps，
　　blanche　et　flottante　autour．（…）　（477）
　　　Il　baissa　les　yeux．11　vit　a　c6t6　de　lui　les　douces　mains　blanches
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　　d’Aurore．（…）（550）
　　白はAuroreの色である。それは純潔の白であり，頬紅らめるのは色白と
純真の故である（15）。
　　自然描写，人物描写以外の物象にかかわる色彩語の中では，〈noir＞が多
い（16）。中でも，いくつかの抽象的意味合いを含んで使われる「里’、、、」は，この
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h
小説の主題と直接つながる重要な意義を秘めている。それは第VIII章，屋外
の食事の場面に集中して現われる。
　　　Et　cette　fois　on　but　car　tout　semblait　accord6：1’odeur　de　cette
　　nourriture　de　feu，1a　viande　noire　du　li6vre　et　le　vin　noir　qui　attendait
　．avec　ses　luisances　de　poix．　（546）
　　　Il　y　avait　les　herbes　d’amour．　Il　y　avait　la　chair　noire　du　li6vre
　　faite　avec　le　meilleur　des　collines．11　y　avait　la　force　du　feu．　Il　y　avait
　　le　vin　noir．　（…　）　（547）
　　〈noir＞は，野兎の肉を，肉汁を，葡萄酒を，形容する。　「黒い肉」，「黒い
酒」は，人々の内に活気と悦びとを生じさせ，aphrodisiaqueな効果さえもた
らす。こげた肉，色の濃い葡萄酒といった視覚的形容にとどまらず，「黒」そ
のものが生気，命を表わしている。それは次の〈tambour　noir＞によってきら
に裏づけられる。
　　　Mais，　par．dessus　tout，　il　y　avait　le　tambour　du　sang，　le　grondement
　du　sang．（…）Toujours，　toujours，　sans　arrδt，　parce　que　le　sang　ne
　s’arrate　pas　de　battre，　et　de　fouler，　et　de　galoper，　et　de　demander
　avec　son　tambour　noir　d’entrer　en　danse．（…）Et　on　entendrait　galoper，
　galoper，　battre　et　battre，　fouler　et　fouler，　et　le　tambour　sonner　sous
　Ia　grande　paume　noire　du　sang　qui　le　frapPe．　（・・。）　（548－549）
　　このくだりは，省略部分も含めて，音楽的で，同語反復によるrythmeと，
躍動的なimaginationによって，血の脈搏が迫ってくる。「黒い血」は，「黒
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い酒」が流れこんだからであり，「太鼓」はその血の鼓動である。〈tambours
de　danses＞，〈tambour　noir＞は頻繁に現われ，以下他の章にも現われる。
　（…）Il　y　avait　une　sorte　de　musique　sourde　qui　entrainait・ga　n’6tait
　pas　une　musique　compliqu6e　comme　celle　des　bals　o亡il　y　a　la　polka，
　la　mazurka　et　la　valse．　C’6tait　comme　une　musique　de　tambour．（…）
　（634）
　（…）Chaque　fois　que　le　peigne　frappait　son　coup，　c’6tait　comme　le　coup
　d’un　tambour．11　avait　des　6chos　jusque　dans　les　fondations　de　la
　maison　et　dans　le　sol　du　plateau．　Il　se　r6p6tait　r6guli6rement　chaque
　chois　que　Barbe　serrait　le　fil　de　trame．　L’oreille　l’attendait．11　arrivait，
　il　frapPait　dans　I’oreille，　le　sang　Pemporta三t　a　travers　le　corps・（…）
　（720）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　第二のr6unionである機織りの場面では，稜の音響に人々の呼吸が和して，
〈tambour＞は血のrythmeを刻む。まさしく原始的で力強い，命の源から湧
き上がってくる「太鼓」の律動である。
　「黒」は元来悲しみと陰うつの色である。否定と冷酷の色である。あるい
は，闇や無知を表わす無彩色語である。それは，罪や悪魔や死を呼び起こす。
ところがGionoは「夜」に重要な役割を持たせ，「黒」に生命を象徴させ
た。ギリシャ神話では，地下の世は，回生のなされる所であり，東方では沃土
と繁殖を喪の黒色が表わしていた。つまり隠された生命の核であり，「黒」は
エネルギーの貯蔵所であった。それに，天地創造のなされる前の暗い闇から，
すべての生命力は誕生したのだ。
　G三〇noは大地を，自由な生命を謳った。とりわけこの「黒」と「夜」とに
託して，生のdynamis血eを称えた。　Gionoは人間め感情の解放を促したと
いう意味で，romantismeの申し子と言えるし，宇宙的な生命の偉大きを自覚
した人間の心の真実を吐露した点で，この小説はroman　lyriqueと言えよう。
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しかし，展開されるimageの壮大さと，生きることへの渇望の激烈さは，こ
れをlyrismeの域にとどめない。これは「物語」の形をとった「現代の神話」
である。Bobiの失脚と，それによる誰よりも作家自身の悲劇は，今日的な生
の苦悶以外の何ものでもない。
註
（1）Germaine　Br6e　and　Margaret　Guiton（An　Age　of　Fiction；Rutgers　Univer・
　　sity　Press，1957）．
（2）Jean－S6bastien　Bach作曲，　Salomo　Frank作詞《Pour　la　f6te　de　la　Visita・
　　tlon　de　la　Vierge》（BWV　147）のchorals冒頭に〈J6sus，　que　ma　joie
　　demeure，（…）〉とある。1940年の英訳の題名はJay　of　Man’5　Desiringとなって
　　いる。
（3）原文引用は，Jean　Giono（（Euvres　romanesques　complさtes五；Gallimard，
　　Bibliothδque　de　la　PI6iade，1972）による。末尾（）内の数字は同書頁数を示
　　す。以下同じ。
（4）専制的な風は随所に見られるが，たとえば〈1e　vent　du　nord＞（457）はじわじわ
　　と吹き寄せ，〈1e　vent　de　mai＞（560）は腰をすえ，＜un　vent　montagnard＞（597）
　　は急降下をする。擬人化された風は意志ある人物の榛に自在に動きまわる。Eoleの
　　寓話の観がある。また第V～VI章の第一の春の訪れでは，〈Le　vent　parlait．　C’6tait
　　un　vent　laiteux　comme　tout　le　reste．（…）〉（483），〈Le　samedi，　le　vent　s，6tait
　　mis　a　boui1lir．　C’6tait　un　vent　tout　jeune．（…）〉（492）と風は若々しく穏やかで
　　優しい。ところが第XVII章の第この春の訪れでは，〈Mais　le　sud　et　le　nord　du
　　ciel　6taient　en　pleine　bataille．　Le　vent　luttait　contre　les　nuages・（…）〉　（685），
　　〈（…）Le　vent　ne　s，arr6tait　pas．　Il　prenait　au　contraire　de　la　vioience．（…）〉
　　（692）と，粗野で荒々しい。年による気候の差異と言うより，物語の希望に向かう
　　流れと，破局への前触れとが音楽的に構成されているかのようだ。第二の春，Jac・
　　quouは顔の肌をやられ，　H61bne，　Aurore，　Bobiは，それぞれに煩悶と悲しみを抱
　　くに至る。
（5）森の様相（charpente，　piliers，　poutrellesと，教会等を思わせる建築用語を駆使
　　している）（484），様々の種類の鳥とその色彩・動き（463－469），かわうそと敷香
　　魚の目覚め（500－501），麦の種蒔き（623－624），馬の婚礼（641－644），虫・鳥・蠕
　　幅・獣・魚他（732－737），等々。人の動きも含めてこれらの多く擬人化された生物
　　の描写は，音楽的，絵画的表現が賦与されることで活況を呈し，詩人Gionoの面
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　　目を見る。
（6）＜chateau＞の横の〈fermier＞の灯がもう一つの灯だが，そこにはBobiの悦び
　　の思想と真っ向から対立する現実主義者で冷静な小作人Adolpheがいる。やはり
　　ここでは姿を見せないが，人々の集まりにも参加せず，「不在」によって思想の相
　　違が主張されることになり，結末で，Bobiが最後に言葉を交わすのがその男だ，
　　というのも暗示的である。Fra・Jos6phineの住人はJourdanの口を通してここに語
　　られるだけで，現実には登場しないということが，他の人物たちに比べてより重要
　　な伏線となる。
（7）　　（9ue〃la　foie　demeure　extraits；Nouveaux　Classiques　Larousse，1971）　p．119．
（8）第XVI章に，雌馬の追憶を介して，再びこのくveste　de　velours＞のことが語ら
　　れる。Auroreは匂いのみならず，上着に腕を通すことによって，　Bobiと一体化し
　　ようとしている。〈（…）Elle　avait　pr量s　cette　veste　et　elle　l’avait　emport6e．　Elle
　　Pavait　gard6e　devant　son　corps，　couch6e　en　travers　de　la　selle，　Elle　6tait　all6e
　　au　fond　des　bois．　Elle　avait　essay6　1a　veste　sur　elle，　passant　ses　bras　de
　　femme　dans　le　mouvement　des　bras　de　Phomme，　mettant　sa　poitrine　de　femme
　　dans　la　poitrine　de　cet　homme　de　fum6e．（．．．）〉（661）
（g）　〈《Ωu，est－ce　qu，elle（Zulma）aautour　des　cheveux　？se　dit　Bobi．　On　dirait
　　une　couronne　d，6pis　de　b16．》〉　（531），〈Zulma　6tait　devenue　Ia　reine　des
　　moutons．　La　reine　et　tout．　Elle　6tait　le　chaud，　le　froid，1a　piuie，　le　soleil　et
　　le　vent　des　moutons，1a　joie　et　la　tristesse　des　moutons．〉（665）Zulmaの髪型
　　には，〈couronne＞を思わせるものがある。羊のみならず，動物たちの女王に擬し
　　ている。またこのMartheとZulmaの対話の申に現われる歌は，（第VII章で歌わ
　　れる歌も）Gionoの創作であるが，ここに挿入きれている次の歌は暗示的である。
　　〈」，avais　Poecr　moi　un　grand　trgsor．／9ui　me　l，a　Pris　？／C，est　l’amour，　la
　　mort．〉　（676）
（10）　ここのみならず，JourdanとMartheへの教育も，野外昼食のおしゃべりも，
　　AdolpheとBobiの議論も，その他各所で「会話」の形態が多く採用されている。
　　それは作品を戯曲化し，劇的緊張をたかめる。また性格描写，心理描写がこれによ
　　って代行され，さらにはSocrateの対話法maieutiqueが試みられている。他方，
　　こうした会話以外に，歌，ナレーション，叙述，瞑想といった種々の文体を駆使し
　　ており，物語作家Gionoのすぐれた技巧がうかがえる。
（11）作中，過去が追想されるくだりは他に二ヵ所ある。第皿章で，Bobiに山査子を
　　植えることを勧められた折，Martheが昔Jourdanといた農場にも山査子のあっ
　　たことを思い出し，そこでは幸せだったと感懐を抱く。もう一つは．第XIX章で，
　　BarbeがMartheの所の機織りを見て，昔よく機を織った山での暮らしを思い出す
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　　　場面。しかし，いずれも現在という基点から出発し，すぐそこへ戻る回想であり，
　　　それが「幸福だった過去」であるにもかかわらず，今問題とされているのは，「現
　　　在」である。これらは独立した回想と言うより，現在時における小さな挿入の幾行
　　　かにすぎない。過去による現在の否定ではない。「郷愁」として過去が現われるの
　　　は，第xxlv章，唯一Bobiが死を前にした危険な瞬間のみである。また，第xlv
　　　章に於ける，Carleの語る馬の夜レースの話と第XV章に於ける，　Randouletの羊
　　　を買いに出かけた小旅行談は，語られている現在時とは心理的交流がなく，各々一
　　　個の独立したエピソードとみてよい。
（12）Giono作品の色彩語の研究例に，　Jacques　Chabot：Le　Narrateur　et　ses　doubles
　　　dans　J顔πle　Bleu（Jean　Giono　21’irnagination　de　la　mort；Lettres　Modernes，
　　　Minard，1976）がある。
（13）　〈（…）Il　avait　un　biouson　de　jersey　qui　faisait　ti　la　fois　marin　et　pelage　b
　　　cause　de　la　grosse　laine　et　2しcause　des　raies　bleues　et　l〕lanches，　ti　cause　aussi
　　　de　la　forme　qui　se　fermait　haut　autour　du　cou　et　serr6e　sur　les　poignets．〉
　　　（439），〈（…）Va　te　mettre　ta　chemise　bleu　clair．（…）〉（530），〈《Il（Bobi）me
　　　regarde　avec　ses　yeux　presque　bleus．》〉　（550），〈（…）　le　regard　bleu　de　Bobi，
　　　（．．．）〉　（719），etc．
（14）　〈（…）le　regard　vert　de　Jos6phine，（…）〉　（719），〈（…）Et　il　savait　qu，elle
　　　（Jos6phine）　6tait　prさs　de　lui，　qu，eile　le　regardait　avec　ses　yeux　verts・（…）〉
　　　（724），〈Elle　avait　des　yeux　violets　et　laiteux　et　le　bQrd　des　paupibres　6tait
　　　d，une　puret6　de　sable．〉（511），〈Elle（Aurore）le　regarda　avec　ses　yeux　aux
　　　reflets　violets．〉　（525）．
（15）　＜Elle　tira　doucement　d，un　gros　flocon　de　laine　blanche　une　petite　paille
　　　s6che．（…）〉（498），〈（…）Elle　courait　ti　pleines　jambes．　Ses　cuisses　nues　faisaient
　　　mousser　du　Iinge　blanc．（…）Sur　la　lande　rase　elle　6tait　seule，　blanche
　　　contre　les　nuages　profond6ment　bleus，〉（509），〈（…）Sauf　peut・etre　cette　f三11e
　　　lb－bas：Aurore．　Elle　avait　baiss61a　t色te，　et　rougi，　et　cherch6　sur、son　corsage
　　　pour　le　d6boutonner　aussi．（…）〉（550），〈Elle　avait　le　visage　plus　rouge・Elle
　　　6tait　sfirement　toute　chaude．　Il　vit　que　tout　ce　visage　6tait　sans　malice　et
　　　que　toutes　les　lignes　6taient　pures。　C，6tait　un　visage　qui　donnait　de　la　gravit6
　　　et　de　la　puret6ムtQut．〉　（551）
　　　　　これ｝こ対して，Auroreは健康と労働のsymboleである黄金色の肌をしている。
　　　〈（…）Ses　joues　sont　plus　dor6es　que　les　miennes・》〉　（514），〈Elle　se　mettait
　　　toujours　devant　lui　avec　sa　pl6nitude　de　femme　dor6e　et　elle　le　regardait
　　　droit　dans　les　yeux　en　souriant．〉　（519）
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（16）作中の色彩語（形容詞のみならず，名詞句によるものも含む）646例のうち，
　　〈noir＞は124例，約19％を占める。
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